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Ϩ SDGs᥎㐍ࢆ┠ᣦࡓࡋ㜵⅏ダンス㛤Ⓨプロ࢙ࢪ
クࢺ 

 
 本プロジェクトは，ࢲンࢫを用いた防⅏教育コン
テンࢶ「ぼうࡉい PiPit㸟ࢲンࢫ」の開発を行い，
SDGs の 3 つの開発目ᶆ（3.すての人にᗣと⚟
♴を，4.質の㧗い教育をみんなに，11.ఫみ続ࡅられ
るまち࡙くりを）にᐤすることを目指した活動で
ある。近年，ࢲンࢫの社会的機能として，ձ体を通
して知識の習得をಁす力（：防≢教育「いかのお
すしࢲンࢫ」），ղコミュニテを活性化ࡉせる力，
ճᚰ身のᗣ࡙くりにᐤする力がὀ目ࡉれている。
本プロジェクトでは，これらࢲンࢫの機能に╔目し，
，の開発を行いࢶを用いた防⅏教育コンテンࢫンࢲ
SDGs 推進を目指す。 
 
㸯．活動┠ⓗ（プロ࢙ࢪクࢺ㊃᪨） 
࠙主なコンࢭプト  ࠚ
（㸯）防⅏についての 3 つのᚰ構えを学ࡪ 
の「ト࢘シェイクア」地㟈⅏害の身をᏲる行動ڦ
基♏知識・動సの習得 
地㟈⅏害発生にすぐに動ࡅるように，身をᏲる

㸱つの動స「シェイクア࢘ト」を学ࡪ。 
 ഛえるڦ
生活環境の༴㝤の有↓・ഛについて☜ㄆする。 

 の⢭⚄を㣴う「（合うᚰࡅຓ）ඹຓ」ڦ
⅏害に重要な「ඹຓ」のᅵྎとなる地ᇦの⤎を

῝める（地ᇦコミュニテのᙧ成）。 
 

（㸰）㑊難生活➼のᚰ身のᗣ࡙くり 
ㄡでもᡭ㍍にできるࢲンࢫをᴦしく㋀り，㐠動不

足をゎᾘする。 
 
㸰．活動ෆᐜ 
࠙ᑐ㇟⪅およࡧ実施ሙ㠃  ࠚ
（㸯）ᑐ㇟⪅  
ୡ௦（㧗㱋⪅や㞀がいのある方も含ࡴ) 。 

（㸰）実施ሙ㠃  
防⅏学習会やイ࣋ント，㑊難ᡤや௬設ఫᏯの入

ᒃ⪅向ࡅ実施。 
࠙開発コンテンࢶ  ࠚ
クター（「AJ」㸨あんしんの᳃ࣛࣕ࢟・イメージڦ
のఫ人の␎⛠）(図 1) 
 （ࡅ振）ࢫンࢲڦ
  のための㡢ᴦࢫンࢲڦ
ター（図ࢫ࣏ᬑ及ၨ発のためのڦ 2） 
 トࢵࣞࣇᬑ及ၨ発のためのリーڦ
 ᬑ及ၨ発のための動⏬㸺今後㸼ڦ
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近年，社会におࡅる AI のᾐ㏱，産業構㐀の的なኚ化，地⌫ ᬮ化をはじめとする大規模なẼೃ

ኚ動などにより，ᮍ᮶の人々の在り方が༴ࡉれている。2015 年 9 ᭶には，こうした社会の≧ἣか

ら，2030 年までにᅜ㝿社会がඹ通して達成すきとして，ᣢ続可能な開発目ᶆ（௨ୗ：SDGs）がᅜ

㝿連合により⟇定ࡉれた。本 PBL チームは上㏙の SDGs 推進にᐤするく，構成メンバーの専門

知を生かした 2 つのプロジェクトを実行した。1 つ目「SDGs 推進を目指した防⅏ࢲンࢫ開発プロ

ジェクト」では，SDGs の 3 つの開発目ᶆ（3.すての人にᗣと⚟♴を，4.質の㧗い教育をみんな

に，11.ఫみ続ࡅられるまち࡙くりを）の達成を，2 つ目「STI for SDGs Ѹ産業発ᒎと環境ಖѸ」で

は，SDGs の 5 つの目ᶆ（4.質の㧗い教育をみんなに，7.ࢿ࢚ルࢠーをみんなにそしてクリーンに，

14.ᾏの㇏かࡉをᏲろう，15.⥳の㇏かࡉもᏲろう，11.ఫみ続ࡅられるまち࡙くりを）の達成にᐤす

ることを目指した。 

あんしんの᳃ 

図㸯㸸ୡ⏺ほࢇࡋࢇ࠶の᳃ 

 AJࠖࠕ࣮ࢱクࣛࣕ࢟ࢪ࣮࣓      

あんしんの᳃のఫ人 AJ 

ୡ⏺ほࢇࡋࢇ࠶の᳃

AJࠕ࣮ࢱクࣛࣕ࢟

図㸰:࣏ス࣮ࢱ 



３．コンテンツ（ぼうさい PiPit!ダンス）の特性 
防⅏ࢲンࢫは，௨ୗの㸱つのࢭクションで構成し

ている（図 3）。 
 るようにഛえるࡅクションձ：動ࢭ
 ͐地㟈防⅏カ⦎の㸱つの動き「ShakeOut（しࡷが
 。ࡪまもる・動かない）を学・ࡴ
 クションղ：☜ㄆするࢭ
 ͐指ᕪしⅬ᳨の動きを用いて，身の回りのᏳを
☜ㄆする意識を育ࡴ。 
 合いࡅクションճ：ຓࢭ
͐ᡭを⧅いで，ຓࡅ合いの⢭⚄を育ࡴ。 

４．関係者一覧・活動プロセス（図 4・図 5） 

５．活動実績と評価 
（㸯）活動実⦼ 
プࢵᩜᕷබ❧㧗ᰯ生ᚐへの࣡ークショڦ
（2019.10，：岡山大学教育学部）
岡山大学教育学部㝃属ᑠ学ᰯඣ❺への࣡ークڦ
ショࢵプ
（2019.12，：岡山大学教育学部㝃属ᑠ学ᰯ） 
⯙᪥本教育大学協会ᅜಖ体育・ಖ研究部門ڦ
㋀研究会におࡅる成ᯝ発表
（2019.12，：岡山シン࢛ࣇニー࣍ール） 

（㸰）活動評価 
 山㝧᪂⪺（2020.12.27）「でࢫンࢲ防⅏基本動స」ڦ
RSKڦ ᨺ㏦

ーションチࣕࣞンジ推進プロ࣋ࣀ岡山ᕷ学生イڦ

ジェクト「ᑂ査ဨ特ู㈹」ཷ㈹（2020.2.16）

６．まとめと活動の今後の展望 
 本プロジェクトでは，SDGs の㸱つの目ᶆにᐤ
するく，防⅏教育コンテンࢶ「ぼうࡉい PiPit㸟ࢲ
ンࢫ」の開発と，࣡ークショࢵプ・成ᯝ発表➼の活
動に取り組んだ。今年ᗘは，コンテンࢶの開発と，
ⱝ年ᒙをᑐ㇟とした活動が主であったことより，特
に SDGs の「4.質の㧗い教育をみんなに」に大きく
ᐤする結ᯝとなった。次年ᗘ௨㝆のᒎᮃとしては，
SDGs の「3.すての人にᗣと⚟♴を」の達成を
目指すく，ⱝ年ᒙだࡅではなく㧗㱋⪅を含めたከ
ୡ௦がඹに流しながらᴦしめるコンテンࢶに改Ⰻ
していく。また，防⅏ࢲンࢫを通じた「みんなで」
㋀れるሙ࡙くり・ࢵࢿトなどのࢧイバー✵間ではな
く，リアルな人間関係を重視したከୡ௦が集える環
境・コミュニテのᙧ成にも視野をᗈげ，SDGs の
「11.ఫみ続ࡅられるまち࡙くりを」の達成も進める。 
上グ課題を含ࡴ今後のᒎᮃは௨ୗの通りである。 

（㸯）防⅏ࢲンࢫの内ᐜの向上とコンテンࢶ開発 
防⅏ࢲンࢫをより質の㧗いものへと改Ⰻする。ࡉ

らに，SNS 発ಙや動⏬స成など，ᬑ及ၨ発のための
コンテンࢶ開発を行う。 
（㸰）指ᑟἲの☜❧ 
ᬑ及ၨ発ᑐ㇟に合わせた指ᑟἲを考する。 

（㸱）ᬑ及ၨ発活動 
企業・行ᨻ・地ᇦ・教育機関などの連携のもと，

実㊶的なᬑ及ၨ発を行う。 

図３:３つのセクションと動き 



Ⅱ STI for SDGs -産業発展と環境保全- 

1.プロジェクトの背景と目的 

 江戸時代当時，日本は世界有数の金属資源産出国

であり，7000 カ所以上の鉱山があった。鉱山事業は

日本の産業の発展を支えてきたもので多くの大企業

を生んできたが，現在では鉱石の採掘事業は海外に

移っている。日本各地には多くの休廃止鉱山が産業

進歩の負の遺産として残っており，閉山後も，坑廃

水処理などの管理が必要な鉱山が全国100カ所近く

ある。ＰＢＬでの調査を進めていく中，このような

休廃止鉱山が多いことに驚きを持ち，その「負の遺

産」について調査を進めることとした。 

日本各地に存在する休廃止鉱山の一例として，足尾

鉱山が挙げられる。これは「足尾銅山鉱毒事件」と

いうキーワードで日本の学校教育で学習する。足尾

鉱山は栃木県日光市にあり，1610 年から 1973 年の

閉山までの間，重要な鉱山であった。一般に，鉱石

の採掘と精錬による煙害で，近隣の自然環境は破壊 

され，いわゆる「はげ山」になる。昭和 30 年代に

は，近隣の森林が完全に無くなっていたが，現在は 

緑を取り戻しつつある。しかし，抗排水処理に関し

ては，未来永劫続けなければならないもので，重金 

属を多量に含む中和された排水は，液状のまま集積

ダムに運ばれている状況である。足尾鉱山には規模

の大きい集積ダムがいくつかあり，その管理には多

額の税金が費やされている。 
このような環境保全が必要な場所は，岡山県内に

もあり調査を行った（図 6）。久米郡美咲町にある柵

原（やなはら）休止鉱山では，かつて東洋一と言わ

れる規模で硫化鉱石が採掘されていた。閉山後，か

つての坑道の一部はシイタケや作物の苗の栽培に利

用され，また低酸素トレーニング施設としても利用

されている。 
柵原鉱山で採掘された鉱石は，船や鉄道で瀬戸内

の島々に運ばれ，精錬が行われていた。その一つが

岡山市の犬島である。柵原では足尾鉱山のようにそ

の場で精錬が行われていない。そのため煙害もなく

森林が豊かだが，犬島は当時荒廃した状態となって

いた。現在は緑も戻り，精錬所跡は美術館として残

されている。 
苫田郡鏡野町にある人形峠環境技術開発セン

ターでは，かつてウランの鉱床から採鉱，精錬，ウ

ラン濃縮までが行われていた。現在はそれらに使用

した施設・設備の廃止措置が取られている。実際に

調査に行った際，紫外線を当てる緑色に光るウラン

鉱床を見せて頂いた。 
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図６㸸 ᒸᒣ┴ෆのㄪᰝ࢚ࣜ

2.ㄪᰝෆᐜࡧࡼ࠾今後の展望

柵原鉱山は 1991 年に閉山し，坑道跡地には硫化

鉱石も残存している。坑道の大部分は水没し，酸素

が存在する酸化的な環境に置かれている。酸化反応

によって鉱石から硫酸や鉄イオンが溶出するため，

坑排水は重金属と硫酸を含み強い酸性である。ここ

には吉井川が隣接しており，坑道内水位が河川の水

位を超えると川に坑排水が流入してしまう。そうな

ると酸や重金属による甚大な環境汚染，生態系の破

壊や飲料水などにも大きな影響を及ぼし，足尾鉱毒

事件，イタイイタイ病などのような鉱害が発生する。

坑排水の環境への流入を防ぐには坑排水処理が

必要となる。酸性排水の中和と重金属除去を行う必

要があるが，重金属の不溶化や沈殿除去は難しい技

術である。坑道からくみ上げられた酸性坑排水は，

バクテリア（鉄酸化細菌）を用いて鉄イオン酸化が

行われ，主に 3 種類の不溶性鉄化合物が産生する。

この副産物は年間 3000 トンにも上り，岡山県とし

ても貯留問題改善は大きな課題である。この副産物

に機能性物質としての用途を開発できるかが，問題

改善の鍵となっている。

本グループのメンバーはそれぞれの専門分野（有

機化学，分析化学，細胞生理学，電子顕微鏡技術，

植物学，栽培技術）の知識がある。このような知識

を生かすアプローチで，産業副産物の 3Ｒ，すなわ

ち「Reduce, Reuse, Recycle」の技術開発を目指し,
企業との連携も視野に入れた取り組みを行った。こ

れは SDGs そのものであり，その達成には科学技術

の進歩が必要でもある。

今回の調査研究を通して，この副産物は機能性材

料として，様々な可能性があることを知ることと

なった。今後は特長ある機能を生かした具体的な製

品開発・商品化を考える段階になりつつあり，その

方向性や経済性の評価，デザインなどについても考

える必要があり，そのような分野の方々と協働する

機会があるだろう。大規模な産業への応用は大企業

に任せるしかないが，身近な商品開発は私たちのグ

ループでも可能と考えている。また「負の遺産」と

環境問題に関する調査も継続して行う必要を感じた。

ＰＢＬの調査で得られた情報は，重要な問題にもか

かわらず，ほとんどの人が知らないことだろう。そ

のような意味で，環境教育の学習材料としての提供

も考えている。

3.ཧ⪃㈨ᩱ

・『特定施設に係る鉱害防止事業の実施に関する基

本方針（第 5次）』, 経済産業省

つい࡚のᡂ㛗のጼ࣒࣮ࢳ

本チームは，2のアプローチから SDGs の推進を

目指し，活動を実施してきた。チーム結成後，質的

構築の 6 項目（コミュニケーション，調整，専門

性の貢献，相互支援，努力，凝集）を掲げ，各々プ

ロジェクト実行による成長の姿を省察してきた

（質的構築の 6 項目：図 7）。調査や発表会などで

各々の専門的知見を発揮し，SDGs の推進を目指

した産官学連携の中で社会に貢献することができ

たと振り返る。

図㸵㸸㉁ⓗᵓ⠏の 6㡯┠
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